
 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市立明治小学校 

学校だより 第１１号 
       （2025 年度） 
令和７年１２月２４日 

教育目標 「 いきいき のびる 明治っ子 」 

８０日間の２学期が終了しました。今学期は「学習発表会」等の学校行事、くぶる班

による地域クリーン活動や花壇整備作業、各学級における人との出会いや節目となる活

動等、実に様々な教育活動が展開されました。 

学校行事やダイナミックな活動は、子どもたちをぐんと成長させます。目に留まりや

すく、成果がはっきり見えるので、このような場では多くの方々から惜しみない称賛の

言葉をいただきます。とてもありがたいことです。 

一方で、成果の見えにくい日常にも私たちは着目しなければなりません。その子が続

けてきた頑張りをきちんと価値付けてあげることが大人の役目です。お子さんが積み重

ねてきた「当たり前（日常）」はどんなことで、どんな「特別（進歩・成長）」が生まれ

たのか。ぜひ親子で話し合ってほしいと思います。 

 

 

今学期も子どもたちの素敵な姿をたくさんお伝えしてきました。『なりたい自分』を

目指し、毎日を精一杯生きようとする子どもの姿は尊く美しいものです。こういった道

のりを歩みながら、子どもたちは確かに成長しました。いえ、まだまだ成長し続けます。 

保護者の皆様、地域の皆様の心温まるご支援とご協力に深く感謝申し上げます。 

どうぞよいお年をお迎えください。 



 

 

 

 

１２月２７日（土） １月４日（日）

お子さんの命にかかわること（交通事故や急な病気やけがによる入院や手術など）の連

絡は、上越市教育委員会緊急電話へ 

※通話のみの使用です。メール不可です。 

「寒くなってきても、積極的に運動をし

て元気に過ごしてほしい」このような願い

をもった健康委員会の子どもたちがイベン

ト「スポーツｄａｙ」を企画してくれまし

た。昼休みに合計４回「大繩」「鬼ごっこ」

「ヨガ」「ドッジボール」を実施しました。

全校の子どもたちが、集い楽しく運動に親

しみました。 

書道講師の 瀧本 宜弘 先生を学校にお迎えして、今年度も書初めの指導をしていただ

きました。１１月末から取り組み始めました。３～６年生の子どもたちは具体的なアド

バイスを受けながら、一字一字、集中して筆を動かしました 


